
医療研究集会 ～力を合わせるために～～力を合わせるために～

特別講演

第3・第5分科会限定合同講演

映画上映

第29回

参加の申し込みは各県労働組合まで

医療研究集会医療研究集会

●第1分科会
「住民といっしょに運動する」
●第2分科会
「地域に出るしごと」
●第3分科会
「働く者どうしのわかり合い」
●第4分科会
「病院を地域にひらく」
●第5分科会
「いのちを育む食と環境」（17日7：10～9：00）「医す者として」

全日程参加費
34,000円11月16日（金）～18日（日）

長野県北佐久郡軽井沢町
中央工学校「南ヶ丘倶楽部・軽井沢研修所」

「アフガニスタンの医師から見た日本」
医療法人社団健祉会　レシャード・カレッド氏

「原発暴走事故・放射性物質汚染と私達の健康」
日本農村医学研究所客員研究員　安藤　満氏

全日程参加費
34,000円 分科会分科会分科会

看護師等の働き続けられる職場づくりのために
①実効性ある「夜勤協定」を締結し、夜勤点検、増員につ
なげます。
・夜勤協定は病棟毎の人員配置と個人の夜勤日数制限（当
面８日）を明確にします。

・勤務間隔を12時間以上、確保します。
・長時間２交替労働をなくしていきます。
・夜勤時の時間外労働を制限します。

②労働基準法違反をなくし、とりわけサービス残業を改善・
一掃します。
③多すぎる委員会・研修・研究などの負担を減らしていき
ます。
④有給休暇取得向上、リフレッシュ休暇など、生活のゆと
りを取り戻します。
⑤院内保育所の設置・充実、育短制度などの子育て支援を
充実させます。
⑥職場のメンタルヘルス対策、労働安全衛生活動などを強
化します。
　とりわけ時間外労働削減や有休取得向上、労働安全衛生
活動などは、全職種に関わる課題として位置づけ、取り組
みを強めます。

全厚労12年度・重点目標

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
と
の
共

感
と
信
頼
関
係
、
医
療
を
住
民

の
も
の
と
し
て
、「
医
療
民
主

化
」
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
来
賓
に
は
昨
年
に
引
き
続
き

日
本
医
労
連
の
山
田
真
巳
子
委

員
長
、
徳
島
県
医
労
連
の
井
上

純
書
記
長
に
来
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
山
田
真
巳
子
委
員
長
は
、
こ

の
間
の
「
全
国
縦
断
キ
ャ
ラ
バ

ン
」「
地
域
キ
ャ
ラ
バ
ン
」の
取

り
組
み
の
中
で
、「
医
師
・
看
護

師
・
介
護
士
増
や
せ
」
の
世
論

が
多
数
と
な
り
、
政
府
も
動
か

す
こ
と
に
な
っ
た
。
弁
護
士
か

ら
も
「
厚
労
省
が
５
局
も
横
断

し
て
通
知
を
出
す
こ
と
は
非
常

に
画
期
的
」
と
褒
め
ら
れ
た
く

ら
い
。
あ
と
は
こ
れ
ら
を
「
武

器
」
に
、
具
体
的
に
職
場
で
の

運
動
を
す
す
め
て
ほ
し
い
、
と

訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
会
・
秋
闘
方
針
で
は
、
５

局
長
通
知
や
看
護
協
会
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
な
ど
、
看
護
職
の
労

働
条
件
・
労
働
環
境
改
善
に
使

え
る
材
料
が
揃
っ
て
い
る
状
況

の
も
と
で
、
６
つ
の
課
題
（
表
）

を
12
年
度
の
重
点
目
標
に
掲
げ
、

　　
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

渡
辺
一
信
中
央
執
行
委
員
長
は
、

第
60
回
と
い
う
節
目
の
大
会
の

中
で
、１
９
５
４
年
の「
全
日
本

厚
生
連
従
業
員
組
合
協
議
会
」

結
成
か
ら
、
諸
先
輩
方
が
作
り

上
げ
て
き
た
歴
史
を
引
き
継
い

で
団
結
を
固
め
る
こ
と
と
と
も

に
、
厚
生
連
病
院
が
厚
生
連
で

な
く
な
っ
て
い
こ
う
と
す
る
状

況
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
し

っ
か
り
と
見
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
来
月
Ｊ
Ａ
が
「
次

代
へ
つ
な
ぐ
協
同
」
を
テ
ー
マ

に
全
国
大
会
を
開
催
す
る
が
、

全
体
で
取
り
組
む
こ
と
。

10
月
〜
12
月
を
「
看
護
職

場
改
善
・
労
基
法
違
反
一

掃
月
間
」
と
し
て
設
定
し
、

看
護
職
を
中
心
と
し
た
労

働
条
件
改
善
と
全
職
種
で

の
労
基
法
違
反
一
掃
を
通

し
て
、「
働
き
が
い
の
あ
る
、

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
」

を
す
す
め
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
大
会
初
日
に
は
、

震
災
・
原
発
事
故
か
ら
１

年
半
が
経
つ
中
で
、
被
災

者
支
援
活
動
や
「
脱
原

発
」
に
取
り
組
む
福
厚
労
の
運

動
や
、
今
後
の
課
題
等
に
つ
い

て
特
別
報
告
を
受
け
ま
し
た

（
写
真
左
上
）。

　
夕
方
か
ら
の
懇
親
会
で
は
、

「
阿
波
尾
鶏
」
や
「
阿
波
ポ
ー

ク
」
な
ど
徳
島
産
の
食
材
が
ふ

ん
だ
ん
に
使
わ
れ
た
夕
食
を
頂

き
、
地
元
か
ら
の
余
興
で
は

「
阿
波
踊
り
」
で
も
指
折
り
の

有
名
連
「
娯
茶
平
（
ご
じ
ゃ
へ

い
）
連
」
の
方
々
が
出
演
し
て

く
だ
さ
り
、
艶
や
か
で
賑
や
か

な
踊
り
を
披
露
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
後
半
に
は
参
加

者
も
交
え
て
、「
踊
る
ア
ホ
ウ
」

に
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
、

ご
奮
闘
い
た
だ
い
た
徳
島
県
厚

生
連
労
組
の
み
な
さ
ん
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。来
年
は
三
重
・

賢
島
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

秋
闘
で「
職
場
改
善

月
間
」に
取
り
組
み

局
の
横
断
的
通
知

は
画
期
的

「
協
同
」の

原
点
に
立
っ
て

徳
島
の
魅
力

い
っ
ぱ
い
の
大
会
に

見事な踊りをみせていただいた「娯茶平連」の方々

被災者支援活動など、取り組みや課題を特別報告（福島）

中央工学校　軽井沢研修所（写真は3月のもの）

10～12月「職場改善・法違反一掃月間」で10～12月「職場改善・法違反一掃月間」で10～12月「職場改善・法違反一掃月間」で
全厚労第60回定期大会 徳島

いまこそ働きがいある働きやすい職場にいまこそ働きがいある働きやすい職場に

in

【1～2面】第60回定期大会in徳島
大会の討論から

【3面】お仕事探検隊⑩埼玉
【4面】パートさんにも喜ばれています

東京都台東区入谷
１－９－５
０３－３８７４－３５９１
０３－３８７４－３５９３

〒110-
0013
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ＦＡＸ

今号のわだい今号のわだい今号のわだい

（1） 2012年９月20日 第392号全 厚 労 ニ ュ ー ス



　
明
治
維
新（
１
８
６
８
年
）以
降

の
日
本
は
、「
富
国
強
兵
」
政
策
を

掲
げ
、積
極
的
に
軍
備
増
強
、資
源

や
利
権
を
求
め
て
ア
ジ
ア
へ
の
進

出
を
図
り
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
で
は

１８
世
紀
後
半
に
労
働
者
の
運
動
が

起
き
、
１
７
９
９
年
に
「
団
結
禁

止
法
」
が
出
来
ま
す
が
、
１
８
２

４
年
に
は
撤
廃
さ
れ
、
労
働
組
合

が
法
的
に
認
め
ら
れ
ま
す
。
日
本

で
は
雨
宮
製
糸
（
山
梨
甲
府
の
生

糸
工
場
）
の
女
工
ス
ト
が
起
き
た

の
が
１
８
８
６
年
、
労
働
者
の
全

国
組
織
で
あ
る
「
労
働
組
合
期
成

会
」
は
１
８
９
７
年
に
結
成
さ
れ

ま
し
た
。

　
し
か
し
日
清
戦
争
（
１
８
９
４

年
）
後
に
高
ま
る
労
働
争
議
（
ス

ト
）
や
戦
争
反
対
を
唱
え
る
労
働

組
合
・
大
衆
勢
力
は
、
政
府
に
と

っ
て
都
合
の
悪
い
も
の
と
な
り
、

１
９
０
０
年
に「
治
安
警
察
法
」を

制
定
、
ス
ト
や
「
集
会
・
結
社
の

自
由
」
を
制
限
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
日
露
戦
争
（
１
９
０
４
年
）、

ロ
シ
ア
革
命
（
１
９
１
７
年
）
と

世
界
が
動
乱
の
世
に
な
る
に
つ
れ
、

労
働
運
動
だ
け
で
な
く
大
衆
運
動

（
市
民
運
動
）
も
大
き
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。
さ
ら
に
危
機
感
を
抱

い
た
政
府
は
１
９
２
５
年
、「
治
安

維
持
法
」
を
制
定
、「
国
体
を
変

革
し
、
又
は
私
有
財
産
制
度
を
否

認
」
す
る
も
の
＝
共
産
主
義
・
社

会
主
義
者
と
言
わ
れ
た
人
た
ち
を

弾
圧
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
が
、

満
州
事
変
（
１
９
３
１
年
）
か
ら

中
国
と
の
戦
争
状
態
が
す
す
む
に

つ
れ
、
宗
教
家
や
民
主
主
義
者

（
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
）
ら
も
逮
捕
・

弾
圧
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
１
９
３
８
年
、
残
っ
て

い
た
労
働
組
合
は
、「
産
業
報
国
会
」

を
結
成
し
、
全
面
的
に
戦
争
協
力

の
道
に
進
み
ま
す
。
１
９
４
１
年

に
ア
メ
リ
カ
と
開
戦
、
無
謀
な
戦

争
は
１
９
４
５
年
８
月
に
敗
戦
を

迎
え
ま
す
が
、
連
合
国
代
表
と
し

て
日
本
に
駐
留
し
た
ア
メ
リ
カ
の

G
H
Q
は
、
日
本
の
非
軍
事
化
・

民
主
化
を
進
め
る
た
め
に
、「
治
安

維
持
法
」
を
廃
止
し
ま
す
。
そ
し

て
日
本
政
府
は
、
労
働
組
合
の
活

動
を
法
的
に
認
め
る
た
め
に
法
律

制
定
を
急
ぎ
、
政
府
内
で
も
戦
前

か
ら
検
討
さ
れ
て
い
た
「（
旧
）労

働
組
合
法
」
を
４５
年
１２
月
に
成
立

さ
せ
ま
す
。
こ
の
時
の
法
律
は
警

察
・
消
防
等
を
除
い
た
公
務
員
に

つ
い
て
も
「
労
働
三
権
（
団
結
権
・

団
体
交
渉
権
・
争
議
権
）」
を
認
め

て
い
ま
し
た
。
な
お
現
在
の
労
働

組
合
法
は
、
旧
法
を
１
９
４
９
年

に
全
面
改
定
し
、「
不
当
労
働
行
為
」

な
ど
が
補
強
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
戦
争
さ
せ
な
い
、
平
和
を
守
る

た
め
に
も
労
働
組
合
の
存
在
が
必

要
な
の
で
す
。

労
働
組
合

労
働
組
合

労
働
組
合
第5回

A　日本国憲法
B　労働組合法
C　教育基本法
（答えは４面下に）

答え

　
日
本
が
負
け
た
第
二
次
世

界
大
戦
後
（
１
９
４
５
年
）、

「
国
の
あ
り
方
」
が
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。
戦
後
の
法
律

で
成
立
が
一
番
早
か
っ
た
の

は
、次
の
ど
れ
で
し
ょ
う
か
？

問

　●全国組合
全医労　全日赤　健保労組
全労災　国共病組　公共労

　●都道府県医労連
北海道　秋田県　福島県　山形県　新潟県
富山県　長野県　茨城県　埼玉県　東京　
静岡県　岐阜県　大阪　　島根県　山口県
高知県

　●その他の労組・友誼団体
全労連　国公労連　建交労
特殊法人労連　全教　民放労連
航空労組連絡会　キャビンクルーユニオン
全農協労連　文化厚生連労組　農民連
全国食健連　保団連　国民医療研究所
全国革新懇　日本原水協　日本国民救援会
非核の政府を求める会　日本中国友好協会
あかつき印刷
　　　　　　　　　　　　　 　（順不同）

１  活力ある職場の創造に向けて
２  支え合う組織文化の醸成に向けて
３  安心して働ける職場の確立に向けて
４  一人ひとりが成長できる職場の
    確立に向けて

２
０
１
２
年
度
全
厚
労
役
員
名
簿

大会メッセージを
いただいた組織
大会メッセージを
いただいた組織

北海道厚生連「労使共同宣言」（骨子）

変
え
ず
に
い
る
こ
と
か
ら
、
全

国
へ
抗
議
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
お
願
い
を

す
る
と
と
も
に
、
農
協
病
院
と

し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
反
対
し
、

農
業
や
地
域
経
済
を
守
り
、
治

療
食
と
労
働
者
の
雇
用
を
守
る

た
め
に
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
食
と

医
療
を
守
る
農
協
病
院
職
員
・

利
用
者
会
議
」
を
結
成
し
、
活

動
し
始
め
ま
し
た
。

　
徳
島
で
は
平
均
４
５
０
円
の

ベ
ア
と
一
時
金
繰
り
入
れ
に
よ

る
全
職
種
・
全
年
齢
層
の
基
本

給
引
き
上
げ
を
獲
得
し
た
こ
と

と
、
看
護
師
の
初
任
給
を
大
幅

に
引
き
上
げ
た
こ
と
で
、
看
護

師
の
志
願
者
が
採
用
数
の
３
倍

に
も
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。

　
神
奈
川
で
は
、
10
年
来
の
定

昇
２
分
の
１
状
態
を
0
・
8
号

俸
ま
で
改
善
さ
せ
る
と
と
も
に
、

伊
勢
原
病
院
の
経
営
改
善
に
向

け
て
労
組
か
ら
の
提
案
や
メ
ン

タ
ル
問
題
で
の
休
職
規
定
な
ど

の
協
議
を
労
使
尊
重
し
な
が
ら

行
っ
て
い
ま
す
。

　
富
山
か
ら
は
、
看
護
師
の
育

児
短
時
間
勤
務
制
度
の
活
用
が

広
が
っ
て
お
り
、
一
人
当
た
り

の
夜
勤
回
数
が
増
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
予
備
率
含
め
た
増
員

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
発
言
。

院
内
保
育
の
充
実
で
出
産
・
育

児
を
し
な
が
ら
働
き
続
け
ら
れ

る
病
院
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
愛
知
で
は
、秋
闘
で
６
回
、春

闘
で
７
回
と
例
年
に
な
い
団
体

交
渉
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、

事
業
所
間
格
差
が
広
が
る
中
で
、

院
と
の
３
病
院
統
合
計
画
に
つ

い
て
、
13
年
4
月
に
新
法
人
発

足
と
な
る
予
定
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
「
栃
木
地
域
の
医

療
を
考
え
る
会
」
と
し
て
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
2
0
0
0
名
分
に

取
り
組
み
、
住
民
の
声
を
統
合

計
画
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
の
活

動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
厚

生
連
病
院
と
し
て
残
る
こ
と
は

厳
し
い
情
勢
だ
が
、
職
員
の
雇

用
と
労
働
条
件
を
守
る
労
働
組

合
の
存
続
に
向
け
て
、
最
後
ま

で
奮
闘
し
た
い
と
決
意
が
語
ら

れ
ま
し
た
。

　
長
野
で
は
、
佐
久
地
域
で
地

域
の
他
病
院
や
市
の
労
働
組
合

な
ど
と
も
協
同
し
て
地
域
医
療

懇
話
会
を
開
催
し
、
活
動
し
て

い
ま
す
。
ま
た
病

院
再
構
築
問
題
、

夜
勤
協
定
再
協
定
、

女
性
部
で
夜
勤
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

た
り
と
、
働
き
続

け
ら
れ
る
職
場
づ

く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
茨
城
で
は
、
今

年
に
入
っ
て
突
然

提
案
さ
れ
て
き
た

高
萩
協
同
病
院
で

の
10
月
か
ら
の
給

食
委
託
化
攻
撃
に

つ
い
て
、
経
営
側

が
頑
な
に
態
度
を

　
秋
田
か
ら
は
、
湖
東
総
合
病

院
廃
止
検
討
の
報
道
か
ら
２
年

半
、
病
院
存
続
に
向
け
た
住
民

や
自
治
体
と
一
体
に
な
っ
て
取

り
組
み
、
２
年
後
に
新
築
開
設

と
な
っ
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
地
域
住
民
の
切
実
な
声
は

板
看
板
や
か
か
し（
写
真
）、
横

断
幕
な
ど
で
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
、

「
住
民
の
会
」が
つ
ど
い
や
シ
ン

ポ
、厚
生
連
と
の
懇
談
な
ど
の
多

様
な
活
動
を
続
け
る
な
か
で
達

成
で
き
た
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
栃
木
か
ら
は
、
下
都
賀
総
合

病
院
と
民
間
病
院
、
医
師
会
病

「
大
規
模
病
院
が
中
小
病
院
を

支
え
る
」
と
い
う
経
営
制
度
の

一
部
見
直
し
、
賃
金
制
度
の
見

直
し
（
再
雇
用
等
に
伴
う
賃
金

カ
ー
ブ
見
直
し
に
対
す
る
56
歳

以
降
賃
下
げ
の
阻
止
）
に
つ
い

て
、
粘
り
強
い
た
た
か
い
を
や

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
か
ら
は
、春
闘
で「
ゆ

と
り
休
暇
」
の
日
数
を
拡
大
し
、

「
取
得
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
始
め

た
こ
と
、「
働
き
が
い
の
あ
る
職

場
、
働
き
や
す
い
職
場
」
実
現

の
た
め
の
「
労
使
共
同
宣
言
」

（
※
骨
子
参
照
）と
公
表
し
、
こ

れ
を
ス
タ
ー
ト
と
し
て
働
き
続

け
ら
れ
る
労
働
条
件
や
福
利
厚

生
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
福
島
で
は
、
震
災
被
災
者
支

援
活
動
や
「
脱
原
発
」
の
運
動

と
と
と
も
に
、
５
局
長
通
知
の

徹
底（
労
使
合
同
研
修
会
）、
12

時
間
勤
務
間
隔
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
、
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場

づ
く
り
の
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
吉
田
労
組
で
は
、
看
護
研
究

の
改
善
と
し
て
、
２
時
間
ま
で

時
間
外
の
研
究
を
認
め
る
こ
と

や
年
２
回
半
日
を
研
究
時
間
と

し
て
組
込
ま
せ
る
こ
と
を
確
認

し
て
い
ま
す
。

　
新
潟
で
は
、
会
の
「
内
部
留

保
」
重
視
・
人
件
費
抑
制
の
立

場
が
露
わ
に
な
り
、
夏
の
一
時

金
は
前
年
同
率
だ
っ
た
も
の
の

年
度
末
引
き
下
げ
の
動
き
に
対

し
て
闘
争
態
勢
を
準
備
。
ま
た

看
護
手
当
の
支
給
ア
ッ
プ
に
関

し
て
年
齢
差
別
が
著
し
い
格
差

回
答
に
労
働
委
員
会
へ
の
あ
っ

せ
ん
。
出
さ
れ
た
案
を
会
が
蹴

っ
た
た
め
10
月
か
ら
「
ワ
ッ
ペ

ン
闘
争
」
に
取
り
組
む
と
し
て

い
ま
す
。

　
広
島
か
ら
は
８
月
に
吉
田
病

院
労
組
が
加
盟
し
、
広
厚
労
と

し
て
一
つ
に
な
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
残
念
な

が
ら
府
中
総
合
病
院
が
市
立
病

院
と
し
て
移
譲
・
統
合
さ
れ
、

68
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
、

尾
道
総
合
病
院
で
は
、
長
野
や

三
重
な
ど
の
取
り
組
み
に
学
び
、

初
の
病
院
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
分
で
は
、
病
院
長
か
ら
の

２
交
替
全
面
強
行
導
入
の
動
き

に
対
し
、
12
春
闘
で
締
結
し
て

い
た
「
２
交
替
は
希
望
者
の

み
」
の
労
使
協
定
で
対
抗
、
勤

務
表
作
成
を
や
り
直
し
さ
せ
ま

し
た
。
ま
た
労
組
役
員
の
２
交

替
職
場
（
老
健
）
へ
の
不
当
配

転
が
な
さ
れ
、
労
働
委
員
会
へ

救
済
申
し
立
て
て
い
ま
す
。

　
高
知
で
は
、
人
事
考
課
導
入

の
提
案
に
対
し
、
徹
底
し
た
組

合
員
学
習
と
ア
ン
ケ
ー
ト
で
９

割
が
反
対
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
組
合
員
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
労
組
事
務
所
で
手
渡
し
て
、

組
合
員
に
開
か
れ
た
労
組
事
務

所
に
し
よ
う
と
工
夫
を
凝
ら
し

て
い
ま
す
。

　
専
門
部
か
ら
も
、
福
島
で
女

性
集
会
を
開
催
し
、「
放
射
能
・

原
発
」
問
題
と
福
島
在
住
の
主

婦
か
ら
「
福
島
の
実
態
」
を
学

ん
だ
こ
と
（
女
性
・
６
月
号
参

照
）。「
K‚
s
s
t
a
t
i
o
n
i
n

長
野
」
で
は
全
て
の
参
加
者
に

松
代
大
本
営
を
見
学
し
て
も
ら

い
、
平
和
学
習
を
重
点
に
し
た

こ
と
（
青
年
・
７
月
号
参
照
）。

初
の
「
平
和
集
会
」
を
横
須
賀

で
開
催
し
「
さ
よ
う
な
ら
原

発
」
集
会
に
も
連
動
し
て
取
り

組
ん
だ
こ
と
（
平
和
・
８
月
号

参
照
）
な
ど
の
ほ
か
、
看
護
委

員
会
か
ら
は
、
10
月
に
浜
松
で

行
う
幹
部
・
看
護
師
集
会
の
訴

え
と
、
医
療
研
委
員
会
か
ら
は
、

11
月
の
長
野
・
軽
井
沢
で
の
集

会
が
告
知
さ
れ
ま
し
た
。

看
護
の
側
か
ら
は
看
護
過
程
を
展
開
す

る
た
め
に
必
要
な
情
報
収
集
を
行
い
ま

す
。

　
手
術
前
の
準
備
は
、
術
式
・
流
れ
・

留
意
点
の
確
認
、
手
術
器
具
や
ガ
ー
ゼ

等
の
カ
ウ
ン
ト
と
い
っ
た
照
合
の
準
備
、

モ
ニ
タ
ー
を
は
じ
め
医
療
機
器
の
配

置
・
電
源
の
確
保
な
ど
室
内
の
安
全
、

室
内
の
温
度
・
湿
度
の
調
整
が
あ
り
ま

す
。

●
日
常
業
務
の
中
で
大
変
な
こ
と

　
久
喜
総
合
病
院
は
、
開
設
と
同
時
に
、

電
子
カ
ル
テ
を
導
入
し
ま
し
た
。Ｎ
Ａ

Ｎ
Ｄ
Ａ
看
護
診
断
の
導
入
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
手
術
室
で
は
医
師
と
の
共
同

問
題
が
多
い
た
め
工
夫
の
余
地
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
現
在
、
医
療
の
質
の
継
続
的
な

向
上
に
向
け
て
、
病
院
全
体
で
、Ｉ
Ｓ

Ｏ
９
０
０
１
の
取
得
へ
向
け
、
業
務
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
な
ど
、
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
移
転
前
の
幸
手
総
合
病
院
時
代
と
は
、

病
床
の
規
模
も
、
医
療
の
内
容
も
大
き

く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
新
人
教
育
に
時

間
を
要
し
、
業
務
が
時
間
外
と
な
る
現

状
も
あ
り
ま
す
。

●
将
来
的
な
目
標

　
手
術
室
看
護
の
魅
力
と
い
っ
て
も
、

な
か
な
か
理
想
に
は
届
か
な
い
と
い
い

ま
す
。
毎
日
が
作
業
的
な
手
術
室
と
な

っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
が
、
手
術

室
に
お
い
て
も
根
拠
に
基
づ
く
看
護
実

践
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
病

院
に
よ
っ
て
は
、
器
械
出
し
は
、
看
護

職
で
な
く
他
職
種
が
行
う
例
も
あ
り
ま

す
。
全
体
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
、

手
術
室
に
看
護
師
が
存
在
す
る
意
義
を

考
え
て
い
く
段
階
に
進
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

●
手
術
室
の
様
子

　
病
院
２
階
に
あ
る
手
術
室
は
５
室
で

稼
働
し
、
１
室
が
バ
イ
オ
ク
リ
ー
ン
ル

ー
ム
で
す
。
停
電
時
で
も
対
応
で
き
る

よ
う
、
配
電
ル
ー
ト
が
２
系
統
確
保
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
１
日
平
均
15
件
前
後
の
手
術
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
泌
尿
器
科
・
眼

科
の
手
術
が
多
い
と
の
こ
と
で
す
。
ス

タ
ッ
フ
は
18
名
。
勤
務
体
制
は
基
本
日

勤
で
す
が
、
遅
番
（
13
時
〜
20
時
30
分
）

を
１
名
お
き
、
時
間
外
手
術
は
、
待
機

２
名
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
な
お
中
央

材
料
室
（
器
械
洗
浄
・
滅
菌
業
務
）
は
、

業
務
委
託
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
手
術
室
看
護
師
と
し
て
の
特
徴

　
手
術
は
、
執
刀
医
・
麻
酔
科
医
・
放

射
線
技
師
と
の
共
同
作
業
で
す
。

　
手
術
に
は
生
命
に
直
結
す
る
危
険
が

多
く
存
在
す
る
た
め
、
手
術
室
で
の
緊

張
は
独
特
で
す
。手
術
手
技
の
高
度
化
・

医
療
機
器
モ
ニ
タ
ー
の
進
歩
に
対
応
す

る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
手
術
室
で
の
勤

務
に
看
護
師
で
あ
る
以
上
の
特
別
な
資

格
が
必
要
な
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

熟
練
、
そ
し
て
、
体
力
と
集
中
力
が
必

要
で
す
。

　
手
術
室
の
看
護
に
は
、「
器
械
出
し

（
直
接
介
助
）」
と
「
外
回
り
（
間
接
介

助
）」
の
大
き
く
２
つ
の
役
割
が
あ
り

ま
す
。

　「
器
械
出
し
」
は
、
執
刀
医
に
メ
ス
・

縫
合
針
・
糸
な
ど
を
適
切
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
手
渡
し
ま
す
。
手
術
の
流
れ
を
把

握
し
、
指
示
が
あ
る
前
に
適
切
な
種
類

の
器
具
を
予
測
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ

ま
す
。

　「
外
回
り
」
は
、
麻
酔
導
入
の
介
助

に
始
ま
り
、
術
中
の
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン

の
変
動
の
観
察
、
患
者
さ
ん
の
体
位
の

管
理
、
使
用
し
た
医
薬
品
の
記
載
、
急

遽
必
要
と
な
る
医
療
機
器
の
用
意
、
患

者
さ
ん
が
手
術
室
を
退
室
す
る
ま
で
の

看
護
を
行
い
ま
す
。

　
手
術
は
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

非
日
常
的
な
体
験
で
あ
り
、
手
術
前
後

を
通
じ
て
主
体
的
に
手
術
・
闘
病
に
臨

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

　
ま
た
、
待
機
手
術
患
者
へ
の
術
前
訪

問
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
面
識
を

持
ち
、
疑
問
に
応
え
、
患
者
の
不
安
感

を
和
ら
げ
る
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
し
、

手
術
室
看
護
の
お
仕
事

手
術
室
看
護
の
お
仕
事

久喜総合病院

10

埼
玉
県
厚
生
連

久
喜
総
合
病
院

埼玉県東部の久喜市にある急性期の
高度医療を担う地域中核病院。平成
23年４月に幸手市から久喜市へ移転
した。３００床の施設を現在２０２床
で運用中です。久喜市を含む利根保
健医療圏では、電子カルテを結んで、
地域医療ネットワークシステム「と
ねっと」が７月から稼働しおり、「か
かりつけ医カード」の提示で、圏内
の医療機関で医療情報の共有ができ
るようになっています。

　
今
回
の
お
し
ご
と
探
検
隊
は
、「
手
術
室
看
護
」
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　
医
療
に
お
け
る
最
大
職
種
で
あ
る
看
護
職
。
そ
の
中
で
も
、
手
術
室
は
、
専
門
特
化
し

た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
手
術
室
で
の
看
護
の
役
割
・
魅
力
は
何
で
し
ょ
う
か
。
開
設

か
ら
１
年
４
ヵ
月
の
埼
玉
県
厚
生
連
・
久
喜
総
合
病
院
の
手
術
室
を
訪
問
し
ま
し
た
。

結束の強いスタッフのみなさん

1分1秒をあらそう緊張感ある手術風景

秋田・湖東総合病院の存続を求める
住民手作りの看板や案山子

　
大
会
で
は
15
県
か
ら
23
本
の
発
言
（
専
門
部
含
む
）が
あ
り
、

１
年
間
の
各
地
の
取
り
組
み
や
今
後
の
課
題
、
方
針
へ
の
意

見
な
ど
前
向
き
な
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
い
く
つ
か

の
発
言
で
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
使
用
さ
れ
、
目
で
見
て
理

解
し
や
す
い
報
告
に
も
特
徴
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
住
民
自
ら
が

動
い
て
医
療
を
守
る

地
域
住
民
自
ら
が

動
い
て
医
療
を
守
る

賃
金
・
労
働
条
件
を

良
く
し
て
人
材
確
保

賃
金
・
労
働
条
件
を

良
く
し
て
人
材
確
保

広
島
県
で
一
つ
の

労
働
組
合
に

広
島
県
で
一
つ
の

労
働
組
合
に

看
護
師
集
会
、医
療

研
集
会
へ
参
加
を

看
護
師
集
会
、医
療

研
集
会
へ
参
加
を

定
期
大
会
の
討
論
か
ら

定
期
大
会
の
討
論
か
ら
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明
治
維
新（
１
８
６
８
年
）以
降

の
日
本
は
、「
富
国
強
兵
」
政
策
を

掲
げ
、積
極
的
に
軍
備
増
強
、資
源

や
利
権
を
求
め
て
ア
ジ
ア
へ
の
進

出
を
図
り
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
で
は

１８
世
紀
後
半
に
労
働
者
の
運
動
が

起
き
、
１
７
９
９
年
に
「
団
結
禁

止
法
」
が
出
来
ま
す
が
、
１
８
２

４
年
に
は
撤
廃
さ
れ
、
労
働
組
合

が
法
的
に
認
め
ら
れ
ま
す
。
日
本

で
は
雨
宮
製
糸
（
山
梨
甲
府
の
生

糸
工
場
）
の
女
工
ス
ト
が
起
き
た

の
が
１
８
８
６
年
、
労
働
者
の
全

国
組
織
で
あ
る
「
労
働
組
合
期
成

会
」
は
１
８
９
７
年
に
結
成
さ
れ

ま
し
た
。

　
し
か
し
日
清
戦
争
（
１
８
９
４

年
）
後
に
高
ま
る
労
働
争
議
（
ス

ト
）
や
戦
争
反
対
を
唱
え
る
労
働

組
合
・
大
衆
勢
力
は
、
政
府
に
と

っ
て
都
合
の
悪
い
も
の
と
な
り
、

１
９
０
０
年
に「
治
安
警
察
法
」を

制
定
、
ス
ト
や
「
集
会
・
結
社
の

自
由
」
を
制
限
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
日
露
戦
争
（
１
９
０
４
年
）、

ロ
シ
ア
革
命
（
１
９
１
７
年
）
と

世
界
が
動
乱
の
世
に
な
る
に
つ
れ
、

労
働
運
動
だ
け
で
な
く
大
衆
運
動

（
市
民
運
動
）
も
大
き
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。
さ
ら
に
危
機
感
を
抱

い
た
政
府
は
１
９
２
５
年
、「
治
安

維
持
法
」
を
制
定
、「
国
体
を
変

革
し
、
又
は
私
有
財
産
制
度
を
否

認
」
す
る
も
の
＝
共
産
主
義
・
社

会
主
義
者
と
言
わ
れ
た
人
た
ち
を

弾
圧
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
が
、

満
州
事
変
（
１
９
３
１
年
）
か
ら

中
国
と
の
戦
争
状
態
が
す
す
む
に

つ
れ
、
宗
教
家
や
民
主
主
義
者

（
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
）
ら
も
逮
捕
・

弾
圧
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
１
９
３
８
年
、
残
っ
て

い
た
労
働
組
合
は
、「
産
業
報
国
会
」

を
結
成
し
、
全
面
的
に
戦
争
協
力

の
道
に
進
み
ま
す
。
１
９
４
１
年

に
ア
メ
リ
カ
と
開
戦
、
無
謀
な
戦

争
は
１
９
４
５
年
８
月
に
敗
戦
を

迎
え
ま
す
が
、
連
合
国
代
表
と
し

て
日
本
に
駐
留
し
た
ア
メ
リ
カ
の

G
H
Q
は
、
日
本
の
非
軍
事
化
・

民
主
化
を
進
め
る
た
め
に
、「
治
安

維
持
法
」
を
廃
止
し
ま
す
。
そ
し

て
日
本
政
府
は
、
労
働
組
合
の
活

動
を
法
的
に
認
め
る
た
め
に
法
律

制
定
を
急
ぎ
、
政
府
内
で
も
戦
前

か
ら
検
討
さ
れ
て
い
た
「（
旧
）労

働
組
合
法
」
を
４５
年
１２
月
に
成
立

さ
せ
ま
す
。
こ
の
時
の
法
律
は
警

察
・
消
防
等
を
除
い
た
公
務
員
に

つ
い
て
も
「
労
働
三
権
（
団
結
権
・

団
体
交
渉
権
・
争
議
権
）」
を
認
め

て
い
ま
し
た
。
な
お
現
在
の
労
働

組
合
法
は
、
旧
法
を
１
９
４
９
年

に
全
面
改
定
し
、「
不
当
労
働
行
為
」

な
ど
が
補
強
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
戦
争
さ
せ
な
い
、
平
和
を
守
る

た
め
に
も
労
働
組
合
の
存
在
が
必

要
な
の
で
す
。

労
働
組
合

労
働
組
合

労
働
組
合
第5回

A　日本国憲法
B　労働組合法
C　教育基本法
（答えは４面下に）

答え

　
日
本
が
負
け
た
第
二
次
世

界
大
戦
後
（
１
９
４
５
年
）、

「
国
の
あ
り
方
」
が
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。
戦
後
の
法
律

で
成
立
が
一
番
早
か
っ
た
の

は
、次
の
ど
れ
で
し
ょ
う
か
？

問

　●全国組合
全医労　全日赤　健保労組
全労災　国共病組　公共労

　●都道府県医労連
北海道　秋田県　福島県　山形県　新潟県
富山県　長野県　茨城県　埼玉県　東京　
静岡県　岐阜県　大阪　　島根県　山口県
高知県

　●その他の労組・友誼団体
全労連　国公労連　建交労
特殊法人労連　全教　民放労連
航空労組連絡会　キャビンクルーユニオン
全農協労連　文化厚生連労組　農民連
全国食健連　保団連　国民医療研究所
全国革新懇　日本原水協　日本国民救援会
非核の政府を求める会　日本中国友好協会
あかつき印刷
　　　　　　　　　　　　　 　（順不同）

１  活力ある職場の創造に向けて
２  支え合う組織文化の醸成に向けて
３  安心して働ける職場の確立に向けて
４  一人ひとりが成長できる職場の
    確立に向けて

２
０
１
２
年
度
全
厚
労
役
員
名
簿

大会メッセージを
いただいた組織
大会メッセージを
いただいた組織

北海道厚生連「労使共同宣言」（骨子）

変
え
ず
に
い
る
こ
と
か
ら
、
全

国
へ
抗
議
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
お
願
い
を

す
る
と
と
も
に
、
農
協
病
院
と

し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
反
対
し
、

農
業
や
地
域
経
済
を
守
り
、
治

療
食
と
労
働
者
の
雇
用
を
守
る

た
め
に
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
食
と

医
療
を
守
る
農
協
病
院
職
員
・

利
用
者
会
議
」
を
結
成
し
、
活

動
し
始
め
ま
し
た
。

　
徳
島
で
は
平
均
４
５
０
円
の

ベ
ア
と
一
時
金
繰
り
入
れ
に
よ

る
全
職
種
・
全
年
齢
層
の
基
本

給
引
き
上
げ
を
獲
得
し
た
こ
と

と
、
看
護
師
の
初
任
給
を
大
幅

に
引
き
上
げ
た
こ
と
で
、
看
護

師
の
志
願
者
が
採
用
数
の
３
倍

に
も
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。

　
神
奈
川
で
は
、
10
年
来
の
定

昇
２
分
の
１
状
態
を
0
・
8
号

俸
ま
で
改
善
さ
せ
る
と
と
も
に
、

伊
勢
原
病
院
の
経
営
改
善
に
向

け
て
労
組
か
ら
の
提
案
や
メ
ン

タ
ル
問
題
で
の
休
職
規
定
な
ど

の
協
議
を
労
使
尊
重
し
な
が
ら

行
っ
て
い
ま
す
。

　
富
山
か
ら
は
、
看
護
師
の
育

児
短
時
間
勤
務
制
度
の
活
用
が

広
が
っ
て
お
り
、
一
人
当
た
り

の
夜
勤
回
数
が
増
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
予
備
率
含
め
た
増
員

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
発
言
。

院
内
保
育
の
充
実
で
出
産
・
育

児
を
し
な
が
ら
働
き
続
け
ら
れ

る
病
院
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
愛
知
で
は
、秋
闘
で
６
回
、春

闘
で
７
回
と
例
年
に
な
い
団
体

交
渉
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、

事
業
所
間
格
差
が
広
が
る
中
で
、

院
と
の
３
病
院
統
合
計
画
に
つ

い
て
、
13
年
4
月
に
新
法
人
発

足
と
な
る
予
定
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
「
栃
木
地
域
の
医

療
を
考
え
る
会
」
と
し
て
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
2
0
0
0
名
分
に

取
り
組
み
、
住
民
の
声
を
統
合

計
画
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
の
活

動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
厚

生
連
病
院
と
し
て
残
る
こ
と
は

厳
し
い
情
勢
だ
が
、
職
員
の
雇

用
と
労
働
条
件
を
守
る
労
働
組

合
の
存
続
に
向
け
て
、
最
後
ま

で
奮
闘
し
た
い
と
決
意
が
語
ら

れ
ま
し
た
。

　
長
野
で
は
、
佐
久
地
域
で
地

域
の
他
病
院
や
市
の
労
働
組
合

な
ど
と
も
協
同
し
て
地
域
医
療

懇
話
会
を
開
催
し
、
活
動
し
て

い
ま
す
。
ま
た
病

院
再
構
築
問
題
、

夜
勤
協
定
再
協
定
、

女
性
部
で
夜
勤
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

た
り
と
、
働
き
続

け
ら
れ
る
職
場
づ

く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
茨
城
で
は
、
今

年
に
入
っ
て
突
然

提
案
さ
れ
て
き
た

高
萩
協
同
病
院
で

の
10
月
か
ら
の
給

食
委
託
化
攻
撃
に

つ
い
て
、
経
営
側

が
頑
な
に
態
度
を

　
秋
田
か
ら
は
、
湖
東
総
合
病

院
廃
止
検
討
の
報
道
か
ら
２
年

半
、
病
院
存
続
に
向
け
た
住
民

や
自
治
体
と
一
体
に
な
っ
て
取

り
組
み
、
２
年
後
に
新
築
開
設

と
な
っ
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
地
域
住
民
の
切
実
な
声
は

板
看
板
や
か
か
し（
写
真
）、
横

断
幕
な
ど
で
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
、

「
住
民
の
会
」が
つ
ど
い
や
シ
ン

ポ
、厚
生
連
と
の
懇
談
な
ど
の
多

様
な
活
動
を
続
け
る
な
か
で
達

成
で
き
た
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
栃
木
か
ら
は
、
下
都
賀
総
合

病
院
と
民
間
病
院
、
医
師
会
病

「
大
規
模
病
院
が
中
小
病
院
を

支
え
る
」
と
い
う
経
営
制
度
の

一
部
見
直
し
、
賃
金
制
度
の
見

直
し
（
再
雇
用
等
に
伴
う
賃
金

カ
ー
ブ
見
直
し
に
対
す
る
56
歳

以
降
賃
下
げ
の
阻
止
）
に
つ
い

て
、
粘
り
強
い
た
た
か
い
を
や

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
か
ら
は
、春
闘
で「
ゆ

と
り
休
暇
」
の
日
数
を
拡
大
し
、

「
取
得
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
始
め

た
こ
と
、「
働
き
が
い
の
あ
る
職

場
、
働
き
や
す
い
職
場
」
実
現

の
た
め
の
「
労
使
共
同
宣
言
」

（
※
骨
子
参
照
）と
公
表
し
、
こ

れ
を
ス
タ
ー
ト
と
し
て
働
き
続

け
ら
れ
る
労
働
条
件
や
福
利
厚

生
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
福
島
で
は
、
震
災
被
災
者
支

援
活
動
や
「
脱
原
発
」
の
運
動

と
と
と
も
に
、
５
局
長
通
知
の

徹
底（
労
使
合
同
研
修
会
）、
12

時
間
勤
務
間
隔
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
、
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場

づ
く
り
の
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
吉
田
労
組
で
は
、
看
護
研
究

の
改
善
と
し
て
、
２
時
間
ま
で

時
間
外
の
研
究
を
認
め
る
こ
と

や
年
２
回
半
日
を
研
究
時
間
と

し
て
組
込
ま
せ
る
こ
と
を
確
認

し
て
い
ま
す
。

　
新
潟
で
は
、
会
の
「
内
部
留

保
」
重
視
・
人
件
費
抑
制
の
立

場
が
露
わ
に
な
り
、
夏
の
一
時

金
は
前
年
同
率
だ
っ
た
も
の
の

年
度
末
引
き
下
げ
の
動
き
に
対

し
て
闘
争
態
勢
を
準
備
。
ま
た

看
護
手
当
の
支
給
ア
ッ
プ
に
関

し
て
年
齢
差
別
が
著
し
い
格
差

回
答
に
労
働
委
員
会
へ
の
あ
っ

せ
ん
。
出
さ
れ
た
案
を
会
が
蹴

っ
た
た
め
10
月
か
ら
「
ワ
ッ
ペ

ン
闘
争
」
に
取
り
組
む
と
し
て

い
ま
す
。

　
広
島
か
ら
は
８
月
に
吉
田
病

院
労
組
が
加
盟
し
、
広
厚
労
と

し
て
一
つ
に
な
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
残
念
な

が
ら
府
中
総
合
病
院
が
市
立
病

院
と
し
て
移
譲
・
統
合
さ
れ
、

68
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
、

尾
道
総
合
病
院
で
は
、
長
野
や

三
重
な
ど
の
取
り
組
み
に
学
び
、

初
の
病
院
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
分
で
は
、
病
院
長
か
ら
の

２
交
替
全
面
強
行
導
入
の
動
き

に
対
し
、
12
春
闘
で
締
結
し
て

い
た
「
２
交
替
は
希
望
者
の

み
」
の
労
使
協
定
で
対
抗
、
勤

務
表
作
成
を
や
り
直
し
さ
せ
ま

し
た
。
ま
た
労
組
役
員
の
２
交

替
職
場
（
老
健
）
へ
の
不
当
配

転
が
な
さ
れ
、
労
働
委
員
会
へ

救
済
申
し
立
て
て
い
ま
す
。

　
高
知
で
は
、
人
事
考
課
導
入

の
提
案
に
対
し
、
徹
底
し
た
組

合
員
学
習
と
ア
ン
ケ
ー
ト
で
９

割
が
反
対
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
組
合
員
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
労
組
事
務
所
で
手
渡
し
て
、

組
合
員
に
開
か
れ
た
労
組
事
務

所
に
し
よ
う
と
工
夫
を
凝
ら
し

て
い
ま
す
。

　
専
門
部
か
ら
も
、
福
島
で
女

性
集
会
を
開
催
し
、「
放
射
能
・

原
発
」
問
題
と
福
島
在
住
の
主

婦
か
ら
「
福
島
の
実
態
」
を
学

ん
だ
こ
と
（
女
性
・
６
月
号
参

照
）。「
K‚
s
s
t
a
t
i
o
n
i
n

長
野
」
で
は
全
て
の
参
加
者
に

松
代
大
本
営
を
見
学
し
て
も
ら

い
、
平
和
学
習
を
重
点
に
し
た

こ
と
（
青
年
・
７
月
号
参
照
）。

初
の
「
平
和
集
会
」
を
横
須
賀

で
開
催
し
「
さ
よ
う
な
ら
原

発
」
集
会
に
も
連
動
し
て
取
り

組
ん
だ
こ
と
（
平
和
・
８
月
号

参
照
）
な
ど
の
ほ
か
、
看
護
委

員
会
か
ら
は
、
10
月
に
浜
松
で

行
う
幹
部
・
看
護
師
集
会
の
訴

え
と
、
医
療
研
委
員
会
か
ら
は
、

11
月
の
長
野
・
軽
井
沢
で
の
集

会
が
告
知
さ
れ
ま
し
た
。

看
護
の
側
か
ら
は
看
護
過
程
を
展
開
す

る
た
め
に
必
要
な
情
報
収
集
を
行
い
ま

す
。

　
手
術
前
の
準
備
は
、
術
式
・
流
れ
・

留
意
点
の
確
認
、
手
術
器
具
や
ガ
ー
ゼ

等
の
カ
ウ
ン
ト
と
い
っ
た
照
合
の
準
備
、

モ
ニ
タ
ー
を
は
じ
め
医
療
機
器
の
配

置
・
電
源
の
確
保
な
ど
室
内
の
安
全
、

室
内
の
温
度
・
湿
度
の
調
整
が
あ
り
ま

す
。

●
日
常
業
務
の
中
で
大
変
な
こ
と

　
久
喜
総
合
病
院
は
、
開
設
と
同
時
に
、

電
子
カ
ル
テ
を
導
入
し
ま
し
た
。Ｎ
Ａ

Ｎ
Ｄ
Ａ
看
護
診
断
の
導
入
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
手
術
室
で
は
医
師
と
の
共
同

問
題
が
多
い
た
め
工
夫
の
余
地
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
現
在
、
医
療
の
質
の
継
続
的
な

向
上
に
向
け
て
、
病
院
全
体
で
、Ｉ
Ｓ

Ｏ
９
０
０
１
の
取
得
へ
向
け
、
業
務
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
な
ど
、
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
移
転
前
の
幸
手
総
合
病
院
時
代
と
は
、

病
床
の
規
模
も
、
医
療
の
内
容
も
大
き

く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
新
人
教
育
に
時

間
を
要
し
、
業
務
が
時
間
外
と
な
る
現

状
も
あ
り
ま
す
。

●
将
来
的
な
目
標

　
手
術
室
看
護
の
魅
力
と
い
っ
て
も
、

な
か
な
か
理
想
に
は
届
か
な
い
と
い
い

ま
す
。
毎
日
が
作
業
的
な
手
術
室
と
な

っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
が
、
手
術

室
に
お
い
て
も
根
拠
に
基
づ
く
看
護
実

践
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
病

院
に
よ
っ
て
は
、
器
械
出
し
は
、
看
護

職
で
な
く
他
職
種
が
行
う
例
も
あ
り
ま

す
。
全
体
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
、

手
術
室
に
看
護
師
が
存
在
す
る
意
義
を

考
え
て
い
く
段
階
に
進
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

●
手
術
室
の
様
子

　
病
院
２
階
に
あ
る
手
術
室
は
５
室
で

稼
働
し
、
１
室
が
バ
イ
オ
ク
リ
ー
ン
ル

ー
ム
で
す
。
停
電
時
で
も
対
応
で
き
る

よ
う
、
配
電
ル
ー
ト
が
２
系
統
確
保
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
１
日
平
均
15
件
前
後
の
手
術
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
泌
尿
器
科
・
眼

科
の
手
術
が
多
い
と
の
こ
と
で
す
。
ス

タ
ッ
フ
は
18
名
。
勤
務
体
制
は
基
本
日

勤
で
す
が
、
遅
番
（
13
時
〜
20
時
30
分
）

を
１
名
お
き
、
時
間
外
手
術
は
、
待
機

２
名
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
な
お
中
央

材
料
室
（
器
械
洗
浄
・
滅
菌
業
務
）
は
、

業
務
委
託
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
手
術
室
看
護
師
と
し
て
の
特
徴

　
手
術
は
、
執
刀
医
・
麻
酔
科
医
・
放

射
線
技
師
と
の
共
同
作
業
で
す
。

　
手
術
に
は
生
命
に
直
結
す
る
危
険
が

多
く
存
在
す
る
た
め
、
手
術
室
で
の
緊

張
は
独
特
で
す
。手
術
手
技
の
高
度
化
・

医
療
機
器
モ
ニ
タ
ー
の
進
歩
に
対
応
す

る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
手
術
室
で
の
勤

務
に
看
護
師
で
あ
る
以
上
の
特
別
な
資

格
が
必
要
な
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

熟
練
、
そ
し
て
、
体
力
と
集
中
力
が
必

要
で
す
。

　
手
術
室
の
看
護
に
は
、「
器
械
出
し

（
直
接
介
助
）」
と
「
外
回
り
（
間
接
介

助
）」
の
大
き
く
２
つ
の
役
割
が
あ
り

ま
す
。

　「
器
械
出
し
」
は
、
執
刀
医
に
メ
ス
・

縫
合
針
・
糸
な
ど
を
適
切
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
手
渡
し
ま
す
。
手
術
の
流
れ
を
把

握
し
、
指
示
が
あ
る
前
に
適
切
な
種
類

の
器
具
を
予
測
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ

ま
す
。

　「
外
回
り
」
は
、
麻
酔
導
入
の
介
助

に
始
ま
り
、
術
中
の
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン

の
変
動
の
観
察
、
患
者
さ
ん
の
体
位
の

管
理
、
使
用
し
た
医
薬
品
の
記
載
、
急

遽
必
要
と
な
る
医
療
機
器
の
用
意
、
患

者
さ
ん
が
手
術
室
を
退
室
す
る
ま
で
の

看
護
を
行
い
ま
す
。

　
手
術
は
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

非
日
常
的
な
体
験
で
あ
り
、
手
術
前
後

を
通
じ
て
主
体
的
に
手
術
・
闘
病
に
臨

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

　
ま
た
、
待
機
手
術
患
者
へ
の
術
前
訪

問
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
面
識
を

持
ち
、
疑
問
に
応
え
、
患
者
の
不
安
感

を
和
ら
げ
る
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
し
、

手
術
室
看
護
の
お
仕
事

手
術
室
看
護
の
お
仕
事

久喜総合病院

10

埼
玉
県
厚
生
連

久
喜
総
合
病
院

埼玉県東部の久喜市にある急性期の
高度医療を担う地域中核病院。平成
23年４月に幸手市から久喜市へ移転
した。３００床の施設を現在２０２床
で運用中です。久喜市を含む利根保
健医療圏では、電子カルテを結んで、
地域医療ネットワークシステム「と
ねっと」が７月から稼働しおり、「か
かりつけ医カード」の提示で、圏内
の医療機関で医療情報の共有ができ
るようになっています。

　
今
回
の
お
し
ご
と
探
検
隊
は
、「
手
術
室
看
護
」
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　
医
療
に
お
け
る
最
大
職
種
で
あ
る
看
護
職
。
そ
の
中
で
も
、
手
術
室
は
、
専
門
特
化
し

た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
手
術
室
で
の
看
護
の
役
割
・
魅
力
は
何
で
し
ょ
う
か
。
開
設

か
ら
１
年
４
ヵ
月
の
埼
玉
県
厚
生
連
・
久
喜
総
合
病
院
の
手
術
室
を
訪
問
し
ま
し
た
。

結束の強いスタッフのみなさん

1分1秒をあらそう緊張感ある手術風景

秋田・湖東総合病院の存続を求める
住民手作りの看板や案山子

　
大
会
で
は
15
県
か
ら
23
本
の
発
言
（
専
門
部
含
む
）が
あ
り
、

１
年
間
の
各
地
の
取
り
組
み
や
今
後
の
課
題
、
方
針
へ
の
意

見
な
ど
前
向
き
な
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
い
く
つ
か

の
発
言
で
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
使
用
さ
れ
、
目
で
見
て
理

解
し
や
す
い
報
告
に
も
特
徴
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
住
民
自
ら
が

動
い
て
医
療
を
守
る

地
域
住
民
自
ら
が

動
い
て
医
療
を
守
る

賃
金
・
労
働
条
件
を

良
く
し
て
人
材
確
保

賃
金
・
労
働
条
件
を

良
く
し
て
人
材
確
保

広
島
県
で
一
つ
の

労
働
組
合
に

広
島
県
で
一
つ
の

労
働
組
合
に

看
護
師
集
会
、医
療

研
集
会
へ
参
加
を

看
護
師
集
会
、医
療

研
集
会
へ
参
加
を

定
期
大
会
の
討
論
か
ら

定
期
大
会
の
討
論
か
ら
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当
選
者
１０
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
7
月
号
の
答
え
：
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）

　
病
気
や
不
慮
の
事
故

に
よ
る
急
な
出
費
へ
の

備
え
と
し
て
共
済
や
保

険
は
と
て
も
重
宝
さ
れ

て
お
り
、
今
や
何
も
契

約
し
て
い
な
い
人
は
い

な
い
と
言
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
特
に
パ
ー
ト
勤
務
な

ど
日
給
月
給
や
時
給
換

算
で
働
い
て
い
る
方
の

場
合
、
治
療
費
等
の
出

費
だ
け
で
な
く
、
働
け

な
い
事
に
よ
る
収
入
減

医療共済1口あたり
入院給付500円×日＋
休業給付250円×日

も
無
視
で
き
な
い
く
ら

い
大
き
な
痛
手
で
す
。

　
医
労
連
共
済
で
は
休

業
保
障
と
し
て
病
気
・

ケ
ガ
に
よ
っ
て
働
け
な

い
事
態
に
な
っ
た
場
合

の
給
付
が
あ
り
ま
す
。

医
師
か
ら「
自
宅
安
静
」

の
指
示
が
あ
っ
た
時
や

職
場
の「
休
業
証
明
」が

出
た
時
、
入
院
と
合
わ

せ
て
連
続
で
5
日
以
上

の
休
業
に
対
し
て
1
日

目
か
ら
給
付
が
あ
り
ま

セット加入の場合は20口まで可能です。（単独加入の場合は10口が限度になります）

入院給付2,000円×日＋
休業給付1,000円×日

パートの方にも喜ばれているパートの方にも喜ばれているパートの方にも喜ばれている

医労連共済の休業給付医労連共済の休業給付医労連共済の休業給付

セット共済7型
（医療共済4口分）

す
。（
病
気
・
ケ
ガ
90
日

ま
で
、交
通
事
故
1
8
0

日
ま
で
）

　
医
労
連
共
済
の
休
業

保
障
で
焦
ら
ず
ゆ
っ
く

り
治
療
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
ネ
。

　
今
回
の
全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
で
は

私
の
住
む
県
で
開
催
さ
れ
た
K‚
s 

s
t
a
t
i
o
n      

i
n
長
野
が
大
き

く
特
集
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
厚
生

連
で
働
く
若
い
皆
さ
ん
が
交
流
し
、

学
習
し
、
仕
事
や
平
和
に
つ
い
て

考
え
る
姿
を
想
像
し
て
嬉
し
く
な

り
ま
し
た                   

（
長
野
）

　
知
っ
と
く
！
な
っ
と
く
！
労
働

組
合
で
「
無
賃（
ナ
イ
チ
ン
）ガ
ー

ル
は
ご
め
ん
だ
」
と
ス
ト
ラ
イ
キ

題
名
を
考
え
た
方
う
ま
い
で
す
!!

昔
よ
り
ど
ん
ど
ん
働
き
や
す
い
職

場
に
な
っ
て
来
て
る
な
あ
と
思
い

ま
す
が
全
職
種
の
方
が
連
休
を
取

得
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し
い

で
す                      

（
北
海
道
）

　
管
理
栄
養
士
の
お
仕
事
の
方
々

に
は
日
頃
大
変
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。
高
齢
者
の
患
者
一
人
一

人
の
き
め
こ
ま
や
か
な
要
望
に
こ

た
え
て
く
れ
て
、
少
し
で
も
楽
し

い
食
事
を
摂
取
で
き
回
復
に
繋
が

る
こ
と
を
願
い
介
助
し
て
い
ま
す

（
秋
田
）

　
7
月
号
の
お
仕
事
探
検
隊
に
隣

の
病
院
の
管
理
栄
養
士
の
紹
介
が

記
事
と
し
て
出
て
い
ま
し
た
。
当

看
護
学
校
で
は
講
義
・
レ
ポ
ー
ト

の
助
言
・
実
習
で
の
指
導
場
面
の

見
学
な
ど
本
当
に
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。
お
仕
事
探
検
隊
ず
っ

と
続
け
て
く
だ
さ
い
ね   

（
富
山
）

　
K‚
s   

s
t
a
t
i
o
n     

i
n
長
野

の
記
事
を
読
み
ま
し
た
。
自
分
も

参
加
し
た
一
人
な
の
で
す
が
み
ん

な
も
参
加
し
た
方
が
い
い
よ
!!
楽

し
い
よ
ぉ
〜
!             

（
静
岡
）

　「
知
っ
と
く
！
な
っ
と
く
！
」で

初
め
て
ニ
ッ
パ
チ
闘
争
の
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
以
前
の
労
働
条
件

の
悪
さ
に
び
っ
く
り
で
す
。（

茨
城
）

　
お
し
ご
と
探
検
隊
管
理
栄
養
士

の
お
仕
事
を
と
て
も
興
味
深
く
読

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た

別
な
裏
部
隊
の
職
種
紹
介
し
て
下

さ
い                          

（
福
島
）

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第67回は秋田と広島にお願いし
ました。

秋田　茂内陽子さん

　広厚労吉田支部から
佐々木　八千代さんを
紹介します。
　バイタリティー溢れ
る佐々木さんは、病棟
のなかでも信頼があり
頼まれると、嫌と言え
ない性格で良きアドバ
イザーです。その為、
友達もびっくりす
るほど沢山いて、
上手な友達づくり

の秘訣を聞きたいと思っている方は是非この方を見かけたら声をか
けてみてください。頼もしい姉御肌で接してくれると思います。

　秋田県山本組合総合病院から、感染
認定看護師の茂内陽子さんをご紹介し
ます。
　茂内さんは外科病棟で働いていた経
験から感染対策へ興味を持ち、専門性
にたける認定看護師を目指したそうで
す。認定看護師になったことで視野が
広がったと、活き活きと話してくださ
いました。学会にも積極的に参加して
おり、日々知識を深めて病院のため、
患者さんのためにと毎日バリバリと働
いてくれています。
　そんな仕事熱心な茂内さんの休日は愛犬チワワのハッピーちゃ
んと遊ぶことだそうです。仕事に趣味にと毎日が充実している茂
内さん、病院でも人気者です。

広島　佐々木八千代さん

3面クイズの答え　 B
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